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【要約】 
 本学幼児教育科１年次の必修科目である「環境（指導法）」と「生活」では、毎回、「作短日
記」というミニレポートを課して、幼児が興味を示しそうな身近な出来事を報告させて、身
近な環境への気付き促して成果を上げている。紙ベースの「作短日記」が Microsoft Teams
版「作短日記」に移行することによって、様々な利点があることが分かった。2017年に告示
された教職コアカリキュラムでは、「各領域の特性や幼児の体験との関連を考慮した情報機器
及び教材の活用法を理解し、保育の構想に活用」が記されており、Microsoft Teams版「作短
日記」の活用がその端緒となる。 
 
【キーワード】 
 作短日記 環境カレンダー スマートフォン タブレット端末 オンライン 
 
 
Ⅰ．はじめに 
 
１．作短日記の概略 
（１）「環境カレンダー」から「作短日記」へ 
 本学幼児教育科１年次の必修科目である「環境（指導法）」と「生活」では、毎回、ミニ
レポートを課して、幼児が興味を示しそうな身
近な出来事を報告させて、身近な環境への気付
き促して成果を上げている。例えば、1 年を通
して「作短日記」を実践することにより、身近
な生きものの名前を知ることができ、子どもの
目線で自然環境や生活環境を見直すことができ
るようになる。 
 「作短日記」の前身は「環境カレンダー」と
呼称し、1989年に開始した。2009年に「作短
日記」と名称を改めた。 
 
（２）紙ベースの「作短日記」 
 「作短日記」のフォーマットは、「環境カレンダー」の時から大枠に変化はない。図 1に
「作短日記」の用紙を示す。記入する項目は以下の通りである。 
実践報告 
図 1 作短日記の用紙（A6版） 
「作短日記」の実践（青木） 
 
 
85 
 
①学生番号：52171XXX 
②観察日時：◯◯年◯◯月◯◯日 ◯◯時◯◯分 
③天気：生物の行動や生活は天気に左右されるので必ず書く。 
④場所：詳しく書く。 
⑤何が：子どもに教えられるように、名前を覚える必要がある。分からない場合は、写
真を教師に質問することになっている。 
⑥どんな様子：子どもたちに説明できるように詳しく書く。 
⑦どうして：子どもの「どうして？」に答えられるように詳しく書く。 
⑧感想：素直な感想を述べる。「また、導入・展開・まとめ」のまとめをしてもよい。 
 
（３）Web版「作短日記」 
2004年には、「環境カレンダー」をWebベースのオンラインデータベース上に構築するこ
とにより、更なる教育効果を上げることを目指した（青木 2006）。 
MySQLと PHP を活用して Web ベースのオンラインデータベースを構築して、一般に公
開した。（http://eco.sakushinu.ac.jp/top.php?lang=ja）。（図 2） 
学生には ID とパスワードを発行して、Web 経由でのデータの新規登録・編集が可能とな
るようにする。登録・編集は IDを持つものだけが可能である。また、コメント機能を付加し、
コミュニケーションツールとしても機能
させる。Web版環境カレンダーには６つ
のジャンルと 28のカテゴリーを設定し、
情報の一覧性と検索効率を上げる。また、
全文検索とキーワードによる絞り込みを
可能にした。なお、閲覧と検索は外部を含
めて誰でも可能であった。 
Web版「環境カレンダー」には、記事
１件あたり２枚の画像を付加できる。記
事中の画像のサムネイルをクリックする
と、別ウインドウに拡大画像が表示され
た。２枚の画像を表示できる機能を利用し
て、幼児教育向けのオンライン図鑑としての活用もできた。また、携帯電話を利用して、発
見したその場での「環境カレンダー」の登録が可能となる。さらに、オンラインデータベー
スに画像をアップする機能を付加することにより、携帯電話のデジタルカメラ機能を利用し
て 、 そ の 場 で の 画 像 の ア ッ プ が 可 能 と な っ て い た 。 そ の 後 は 、 ブ ロ グ
（http://www.ecoaoki.com/blog/）経由でのアップも可能なように改良したい。閲覧は携帯電
話や PHSのフルブラウザーでも可能であり、モバイルでの活用もできた。現在の SNSの機
能を先取りした仕様となっていた。 
その後、Twitterに移行して、Twitter版 「作短日記」として運用してきた。 
 
 
図 2 環境カレンダーのトップページ 
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２．「作短日記」の課題 
 
（１）Web「作短日記」の課題 
Web版「作短日記」がMySQLと PHPを活用して、Webベースのオンラインデータベー
スから Twitter版に移行したのは、以下の理由からである。2009年に「作短日記」を運用し
ていたサーバーが、本学の DMZ（DeMilitarized Zone、非武装地帯）に置かれていたため、
外部からのハッキングを受けて制御不能になり、運用停止に追い込まれた。そこで、2010年
に Twitterを利用するようになった（#sakudiary）。しかし、Twitter版「作短日記」は、Twitter
がオープンな仕様で、学外者も自由に見られるために授業での仕様に難があった。このよう
に、Web版「作短日記」と Twitter版「作短日記」はセキュリティの問題を抱えていた。 
 
（２）Microsoft Teams版「作短日記」へ 
本学が導入している Office 365はセキュリティに定評がある。2017年には、Office 365に
Microsoft Teamsが実装された。そこで Office 365 の新しいチャットベースのワークスペー
スであるMicrosoft Teamsを活用して、Microsoft Teams版「作短日記」を構築した。 
 
Ⅱ．方法 
 
１．「作短日記」のフォーマット 
 まず、「作短日記」の仕様を述べる。図 1には紙ベースの作短日記のフォーマットを、図
3には記入例を示した。 
 
２．「作短日記」の授業での活用 
 上述したように、本学 1年次前期の「環境（指導法）」と後期の「生活」では、毎週のミ
ニレポートとして、受講生全員が提出す
ることになっている。その結果として、
1年次は 1年間を通して、「作短日記」に
取り組むことになる。 
 また、毎週、８名程度が、「作短日記」
を発表している。発表の方法は以下の通
りである。①発表者は、スマートフォン
で写真を撮ってくる。②発表するときに
は、スマートフォンを教室のモニターに
接続して、写真や動画を映し出す。③「導
入・展開・まとめ」の保育の３段階に沿っ
て発表する。④発表者は、他の受講生から質問を受け付ける。すなわち、「作短日記」の発
表は、お話しの模擬保育の練習を兼ねている。この結果、受講生は、四季折々で幼児が興味
を示す自然物や身近なものに目を向けるようになる。また、子どもたちに分かりやすく説明
するための方法を自然と身に付けることができる。 
 紙ベースの「作短日記」が Microsoft Teams に移行することによって、以下の利点があ
図 3 作短日記の記入例 
「作短日記」の実践（青木） 
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る。①受講生は、気になるものを見つけたら、スマートフォンで写真を撮って、その場で「作
短日記」に投稿できるようになる。②受講生全員とリアルタイムに情報が共有できる。③投
稿後でも加筆修正が可能となる。④紙ベースで「作短日記」を提出する必要がなくなる。⑤
授業での作短日記の発表が、写真だけでなく、文章も含めて可能となる。⑥発表するときに、
リアルタイムで他の受講生からコメントや「いいね」がもらえる。 
 
３．Microsoft Teams版「作短日記」への投稿 
 以下に、受講生に送った電子メールからMicrosoft Teamsへの投稿方法を記す。手順その
ものは単純であるので、受講生は「作短日記」の内容の充実に注力することが可能である。 
【作短日記フォーマットと入力方法】 
フォーマットは、コピー＆ペーストして使用してください。 
【フォーマット】 以下に記入してからMicrosoft Teamsにペーストしましょう。 
学生番号：52171XXX 
観察日時： 
天気： 
場所： 
何が： 
どんな様子： 
どうして： 
感想： 
【作短日記の入力方法】 
①Microsoft Teamsを立ち上げる。 
②［チーム］ボタンを選ぶ。 
③「作短日記 2017」の［一般］を選ぶ。 
④［新しい会話を開始します］を選ぶ。 
⑤［新しい会話を開始します］にタイトルを入力する。 
⑥［写真マーク］を選ぶ。→［1枚の写真を添付］を選ぶ。 
⑦本文をフォーマットに従って入力する。→［紙飛行機マーク］を選ぶ。 
⑧［大］を選ぶ。→自動的に投稿される。 
⑨メッセージには、［返信］や［いいね］ができます。 
 
Ⅲ．結果 
 
 Microsoft Teams版「作短日記」に移行したことにより、①記事の一覧性が飛躍的に向上
した。また、②コミュニケーションの道具として機能するようになった。さらに、③Microsoft 
Teams版「作短日記」では、セキュリティが飛躍的に強固になった。 
 
１．記事の一覧性 
 紙ベースの「作短日記」では、受講生は「作短日記」を提出してしまうと、返却されるま
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では見ることができない。教師側としては、スキャナーを使って、画像データとして取り込
まない限りは、一覧性に乏しい。 
 ところが、Microsoft Teams版「作短日記」に移行することによって、受講生にとっても
教師にとっても一覧性が飛躍的に向上した。例えば、パソコンやスマートフォン、タブレッ
トでMicrosoft Teams版「作短
日記」を立ち上げると、最新の投
稿記事が表示される。また、いろ
いろな記事を読む場合は、上下
にブラウジングすれば、全ての
記事にアクセスできる。 
 Microsoft Teams の検索機能
を使って、全文検索ができる。す
なわち、キーワードで全ての記
事を検索可能である。キーワー
ドを「イルミネーション」として
検索した結果を、図 4に示した。 
 Microsoft Teams 版「作短日
記」はオンラインデータベース
として利用可能である。Twitter「作短日記」ではハッシュタグを用いなければ実現できな
かったので、Web版「作短日記」の利便性が向上したといえる。 
 
２．コミュニケーションの道具として 
Microsoft Teams版「作短日記」は、パソコン、スマートフォン、タブレットのいずれから
もアクセスが可能で、しかも、機能の全てが活用可能である。この利便性は大きい。従来の
Web版「作短日記」や Twitter版「作短日記」では実現できなかった機能が、Microsoft Teams
版「作短日記」では実現できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１）受講生と教師のコミュニケーション 
受講生の誤りを教師が指摘し、受講生は誤りを訂正することがリアルタイムに可能となる。
その例が図 5 である。この例では、オオムラサキの越冬幼虫を受講生は蛹と勘違いしたが、
図 4 作短日記の検索結果（イルミネーション） 
図 5 受講生と教師のコミュニケーションの例 
「作短日記」の実践（青木） 
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教師の指摘で幼虫に記述を修正できた。 
 
２）受講生同士のコミュニケーション 
受講生同士で「いいね」をし合ったり、返信（コメント）したりすることができる。また、
絵文字も使え、SNS のように使用できる。また、写真を貼り付けることができるので、
Instagramのような使い方も可能である。例として、パフェの記事とコメントを図 6に示し
た。「いいね」は 5人がつけている。 
３）発表の道具として 
「作短日記」の口頭発表の時に、以下のような使い方が可能である。①検索機能を活用し
て目的の記事を表示させる。②導入を行う。③写真をクリックして、写真を大きく表示させ
る。④展開を行う。⑤他の受講生から質問を受け付ける。⑥まとめを行う。 
 
３．セキュリティ 
Microsoft Teams は、ビジネスでの活用を前提に作成されており、強固なセキュリティが
実装されている。また、登録メンバー（受講者）以外は見ることができない。受講生は、安心
して記事の投稿や受講生同士や教師とのコミュニケーションを行うことができる。 
 
Ⅳ．考察 
 
１．Microsoft teams版「作短日記」の有用性 
Microsoft teams版「作短日記」は、記事の一覧性、コミュニケーションの道具として、セ
キュリテイの面で極めて有用である。また、オンラインデータベースとしての機能も有する
ことから、受講生の知識を深めることにも役立つ。しかし、スマートフォンやパソコンから
「作短日記」を登録することに抵抗感を持つ受講生も見受けられる。そこで、当面は、
Microsoft teams版「作短日記」と紙ベースの「作短日記」を併用することがよいと思われる。
いずれ、Microsoft teams版「作短日記」に一本化できるように、受講生の啓発に努めたい。 
 
図 6 受講生同士のコミュニケーションの例 
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２．「環境（指導法）」の授業での活用 
「環境（指導法）」は、1年次前期の授業科目であり、受講生が「作短日記」に慣れるまで
は、紙ベースで運用する。慣れた頃に、Microsoft teams版「作短日記」を使い始め、前期の
終わりまでに、Microsoft teams版「作短日記」に完全に移行する。「環境（指導法）」では、
7月に「環境新聞」という、園だよりの「夏休み特集」をレポート課題があり、その素材探し
にMicrosoft teams版「作短日記」を活用する。学生同士が、Microsoft teams版「作短日記」
と通してコミュニケーションを取り、コラボレーションしながら、「環境新聞」を完成できる
ように指導する。 
 
３．「生活」の授業での活用 
「生活」は、1年次後期の授業科目であり、最初から、Microsoft teams版「作短日記」を
使用する。「生活」の授業ではレポート課題として「秋を見つけよう」があり、その素材探し
に Microsoft teams 版「作短日記」をフルに活用する。受講生自身の投稿記事だけでなく、
他の受講生の投稿記事も大いに参考になるはずである。教師としても、受講生の投稿記事に
タイムリーに返信するなど、受講生のモチベーションの向上に努めたい。 
「作短日記」の発表にあたっては、「導入・展開・まとめ」保育の３段階に沿って発表でき
るように指導していく。また、発表者以外の受講生は、発表を聞きながら、発表者の投稿記
事に返信等のアクションができるように指導していく。 
 
４．「生活科教育法（初等）」での活用 
作新学院大学人間文化学部の「生活科教育法（初等）」では、小学校での情報機器の利用を
前提に、最初からMicrosoft teams版「作短日記」を使用する。また、「作短日記」の発表を、
ミニ授業ととらえて、受講生には、「導入・展開・まとめ」の授業の進め方にそった発表を強
く促し、模擬授業の練習となるように努める。 
 
５．幼稚園教育要領との関連 
2017 年告示の幼稚園教育要領では、「幼児期は直接的な体験が重要であることを踏まえ，
視聴覚教材やコンピュータなど情報機器を活用する際には，幼稚園生活では得難い体験を補
完するなど，幼児の体験との関連を考慮すること。」とされている。また、幼稚園教育要領に
示されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」 では、「幼稚園内外の様々な環境に
関わる中で，遊びや生活に必要な情報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合
ったり，活用したりするなど，情報を役立てながら活動するようになる」と記されている。
さらに、教職コアカリキュラムでは、「各領域の特性や幼児の体験との関連を考慮した情報機
器及び教材の活用法を理解し、保育の構想に活用することができる。」とされている。 
情報機器の有効活用は、保育の現場でも必須の技能になりつつある。そこで、受講生が
Microsoft Teams版「作短日記」を使うことによって、最先端の情報機器の保育への応用を身
に付けられる環境を整備していきたい。 
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Ⅴ．結論 
 
ベネッセ教育総合研究所(2017)によれば、母親のスマートフォン所有率は 9 割を超えてい
る。スマートフォンで子どもにさせることは、「写真を見せる」が最も多く、0歳から 6歳児
の平均で 84.4%であった。特徴的なのは、「写真を撮らせる」(1 歳児 25.4%、6 歳児 64.3%)、
「ゲームをさせる」(1 歳児 6.5%、6 歳児 41.2%)などであり、年齢があがるにつれて、子ど
もが使う比率が増加している。また、家庭でのメディアの所有率の 2013年との比較では、増
えたものが、スマートフォンとタブレット端末で、減ったものは、パソコン、ゲーム機、携帯
電話、テレビ、DVD等の録画端末である。すなわち、家庭で子どもが接する情報機器の主流
が、スマートフォンとタブレット端末になったのである。さらに特徴的なものは、「写真を撮
らせる」である。2歳で 49.9%、3歳以降は 60%を超えており、スマートフォンを子どもが能
動的に使っていることを明らかにしている。 
同様のパラダイムシフトは、保育の現場でも起こっている。宇多川(2017)によれば、園と保
護者をつなぐ「連絡帳」がスマートフォンアプリになり、子どもの写真がリアルタイムに見
ることができて評判がよいとのことである。また、園のホームページのスマートフォン対応
が急速に進んでおり、インターネットで検索すると沢山のサイトがヒットする。園がスマー
トフォンやタブレット端末に急速に対応していく中で、保育者もスマートフォンやタブレッ
ト端末をコミュニケーションの道具として使いこなす必要がある。 
保育者養成校である本学幼児教育科においても、スマートフォンやタブレットを可及的速
やかに教育課程に取り込んでいく必要がある。Microsoft Teams版「作短日記」の活用がその
端緒になると確信している。 
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